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第 205号 

平成27年12月1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第
２０５
号
の
主
な
記
事 

１
面 

古
文
書
解
読
講
座
・
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
・
読
書
生
活 

２
面 

古
文
書
解
読
講
座
・
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
・ 

か
わ
ち
図
書
館
ま
つ
り
・
図
書
館
の
し
ご
と 

３
面 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り
：
第
11
回 
上
三
川
町
立
図
書
館 

宇都宮市教育委員 

伊藤 一 

私
が
読
書
を
集
中
的
に
し
た
の
は
、
何
と
言
っ

て
も
司
法
試
験
の
受
験
時
代
で
あ
っ
た
。
今
か
ら

30
年
以
上
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
パ
ソ
コ
ン

も
無
い
中
で
は
、
法
律
の
習
得
は
基
本
書
と
呼
ば

れ
る
法
律
学
の
大
家
の
先
生
の
著
書
に
頼
る
の

が
主
流
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
民
法
学
の
大
家
で

あ
る
我
妻
先
生
は
そ
の
民
法
案
内Ⅰ

で
「
私
は
、

（
旧
制
高
校
の
）
入
学
試
験
勉
強
と
し
て
は
、
中

学
の
３
年
か
ら
の
教
科
書
を
全
部
極
め
て
詳
細

正
確
に
復
習
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
。
狭
く
深

く
徹
底
的
に
理
解
す
る
。
こ
れ
が
私
の
一
生
を
通

じ
て
の
勉
強
方
針
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。」
と
述
懐
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
受
験
生

も
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

皆
さ
ん
は
受
験
の
た
め
の
読
書
と
い
う
と
、
無

味
乾
燥
な
も
の
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

刑
法
学
の
大
家
で
あ
る
団
藤
先
生
の
唱
え
る
人

格
責
任
論
の
基
と
な
る
「
人
間
は
素
質
・
環
境
の

制
約
の
も
と
に
行
為
の
自
由
を
も
ち
、
ま
た
、
素

質
・
環
境
そ
の
も
の
を
も
、
あ
る
程
度
に
支
配
す

る
こ
と
が
で
き
、
か
よ
う
に
し
て
、
決
定
さ
れ
な

が
ら
も
決
定
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
」（「
刑
法
綱

要 

総
論 

増
補
版
」
団
藤
重
光
著
）
と
い
う
人

間
観
は
、
そ
の
後
弁
護
士
と
な
っ
た
私
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。 

 

人
の
一
生
を
考
え
る
と
学
生
時
代
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
「
教
科
書
」
を
読

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
は
圧
倒
的
に
多
い

の
で
あ
る
か
ら
、
教
科
書
に
親
し
む
の
が
有
意
義

な
時
間
の
過
ご
し
方
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
次
第
で
あ
る
。 

 

「
教
科
書
」
に
親
し
む 

 

 
古
文
書
解
読
講
座 

↑ 
関
連
書
籍
を
用
意
し
ま
し
た 

カ
フ
ェ
ト
ー
ク 

↑ 

ガ
ス
管
で
万
華
鏡
を
作
ろ
う 

 

古文書解読講座 
熱心に聞き入る受講生 



10
月
３
日
（
土
）
４
日

（
日
）
の
２
日
間
か
わ
ち

図
書
館
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
、
し
お
り
作
り

な
ど
の
他
に
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
近
隣
の
保

育
園
児
の
元
気
な
和
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
「
ま

つ
り
」
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

10
月
14
日
（
水
）
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
中
央
図
書
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
東

京
ガ
ス
株
式
会
社
の
浅
見
伸
介
さ
ん
で
す
。 

は
じ
め
に
浅
見
さ
ん
よ
り
、
今
回
の
工
作
で

使
用
す
る
材
料
は
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
本

物
の
ガ
ス
管
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
ガ
ス
管
の
廃

材
に
な
る
部
分
を
利
用
し
て
万
華
鏡
を
作
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
、
一
生
懸

命
に
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

後
半
は
、
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
交

流
す
る
時
間
で
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
お
話
を
ク
イ
ズ
形
式
で
し

て
も
ら
い
、
ま
た
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
図
書
館
ク
イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
っ
た
り

し
ま
し
た
。
全
体
を
通
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

図
書
館
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。 

テキストに使用した古文書 ↓ 

実際に使われているガス管を紹介 ↓ 

                                    

                                    

                                    

                                    

かわち図書館 

まつり 

カ
フ
ェ
ト
ー
ク 

「
ガ
ス
管
で 

万
華
鏡
を
作
ろ
う
」 

今
回
は
図
書
館
で
最
初
に
行
う
仕
事
、

「
貸
出
と
返
却
」
に
つ
い
て
で
す
。 

貸
出
手
続
き
を
受
け
る
と
、
２
週
間
、

図
書
館
の
本
や
Ｃ
Ｄ
等
を
借
り
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、
貸
出
窓
口
で
手

続
き
を
行
い
ま
す
が
、
南
図
書
館
に
は
「
自

動
貸
出
機
」
が
置
い
て
あ
り
、
利
用
者
自

身
で
貸
出
手
続
き
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。 貸

し
出
さ
れ
た
本
や
Ｃ
Ｄ
等
が
返
却
さ

れ
た
時
、
利
用
者
の
方
に
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
、
汚
れ
や
傷
が
な
い
か
、
そ
の
場

で
確
認
を
し
ま
す
。
時
々
、
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス

の
中
に
Ｃ
Ｄ
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

本
の
間
に
葉
書
な
ど
個
人
の
物
が
挟
ん
で

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
確
認

は
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。
そ
の
後
、
機

械
で
返
却
手
続
き
を
行
い
、
予
約
が
入
っ

て
い
る
資
料
の
確
保
や
配
架
（
本
棚
に
戻

す
作
業
）
、
各
所
蔵
館
へ
資
料
を
送
る
等

の
、
次
の
作
業
に
移
り
ま
す
。 

 

～貸出・返却編～ 
↑南図書館の 

自動貸出機 

「
去
年
も
来
た
け

れ
ど
今
年
の
方
が
太

鼓
も
あ
り
賑
や
か
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
続
け
て
ほ
し

い
」
と
来
場
さ
れ
た

方
は
お
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

河
内
図
書
館
は
今
後

も
、地
域
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
の
き
っ
か
け
作

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、イ
ベ
ン
ト

情
報
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 

９
月
20
日
・
27
日
（
日
）
に
中
央
図
書
館

に
お
い
て
、
大
嶽
浩
良
（
お
お
た
け 

ひ
ろ
よ

し
）
氏
（
宇
都
宮
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

を
お
迎
え
し
て
古
文
書
解
読
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

 

１
回
目
は
「
江
戸
期
の
古
文
書
」
と
し
て
、

図
書
館
所
蔵
の
古
文
書
か
ら
初
心
者
向
け
を
４

点
選
定
し
、
解
読
し
ま
し
た
。「
三
行
半
（
み
く

だ
り
は
ん
）」
で
は
江
戸
の
離
婚
事
情
に
つ
い

て
、
河
内
郡
竹
林
村
の
「
村
明
細
帳
」
で
は
、

村
の
人
口
や
地
形
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に

つ
い
て
の
講
話
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

２
回
目
は
「
明
治
期
の
古
文
書
」
と
し
て
、

「
田
中
正
造
の
書
簡
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
ま
し

た
。
書
簡
の
解
読
だ
け
で
な
く
、
そ
の
書
簡
が

書
か
れ
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
も
時
間
を
か

け
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

古
文
書
解
読
講
座 

「
古
文
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」 

http://illust-hp.com/img/huruikami1.png
http://www.horishoten.co.jp/gallery/images/item/7/big/70013-1.png


       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

                           

                                    

                                    

                   
 

 南図書館 

購入者数（人） 298人 

販売冊数（冊） 1,154冊 

販売金額（円） 101,300円 

リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

 

電
話
で
の
聞
き
取
り
で
、「
信
房
」
は
「
豊
前

ぶ

ぜ

ん

宇
都
宮
氏
の
初
代
」
と
い
う
こ
と
が
分
か 

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、「
豊
前
宇
都
宮
」「
宇
都
宮
信
房
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
「
タ
イ
ト
ル
」
や

「
内
容
関
連
」
検
索
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
検
索
か
ら
も
れ
て
い
る
資
料
が
な
い
か
、
宇
都
宮
氏
に
関
す
る
資
料
が
並
ぶ
地

域
資
料
の
書
架
で
、
直
接
資
料
を
探
し
ま
し
た
。 

回
答 

 

「
宗
円
」
は
、
下
野
宇
都
宮
氏
の
祖
と
さ
れ
、
二
荒
山
神
社
の
検
校

け
ん
ぎ
ょ
う

（
盲
人
の
官
職
名
） 

で
も
あ
り
ま
し
た
。
墓
は
、
宇
都
宮
氏
累
代
の
墓
が
、
益
子
町
地
蔵
院
に
あ
り
、
初
代
「
宗 

円
」
の
墓
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。「
宗
房
」
は
、「
宗
円
」
の
次
男
で
「
信
房
」
の
父
。 

京
都
朝
廷
で
鳥
羽
天
皇
中
宮
の
藤
原
璋
子
に
仕
え
ま
し
た
。「
信
房
」
は
、
豊
前
宇
都
宮
氏

の
初
代
。「
宗
房
」「
信
房
」
の
墓
所
の
所
在
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
豊
前
宇
都
宮

氏
の
菩
提
寺
は
「
月
光
山
天
徳
寺
」（
福
岡
県
築
上
郡
）
で
す
。 

【
参
考
資
料
】 

 
『
中
世
宇
都
宮
氏
の
世
界 

下
野
・
豊
前
・
伊
予
の
時
空
を
翔
る
』
市
村
高
男
／
編 

彩
流
社 

２
０
１
３
年 

『
位
牌
寺
一
向
寺 

名
門
下
野
宇
都
宮
家
二
十
二
代
記
』
島
遼
伍
／
著 

 

一
向
寺 

２
０
０
９
年 

『
下
野
・
宇
都
宮
一
族
』
七
宮
涬
三
／
著 

新
人
物
往
来
社 

２
０
０
６
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
図
書
館
作
成 

   
フ
ァ
イ
ル 

：
１１ 

 
 「

宗そ
う

円え
ん

」・「
宗
房

む
ね
ふ
さ

」・「
信
房

の
ぶ
ふ
さ

」
の 

墓
参
に
行
き
た
い
の
で 

所
在
地
が
知
り
た
い
。 

 

「
出
前
講
座
」
編 

図
書
館
の
職
員
が
皆
さ
ん

の
設
定
し
た
会
場
へ
伺
い
ま

す
。
派
遣
費
用
・
資
料
代
は
無

料
で
す
。 

 

「
ウ
チ
で
も
ど
こ
で
も
読
み
聞
か
せ
」 

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
方
法
や
絵
本

の
紹
介 

＊
対
象 

育
児
サ
ー
ク
ル
・
Ｐ
Ｔ
Ａ 

「
図
書
館
を
活
用
し
た
資
料
・ 

情
報
の
探
し
方
講
座
」 

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
図

書
館
活
用
法
・
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
資

料
の
探
し
方 

①
新
聞
記
事
の
調
べ
方 

②
法
令
や
判
例
の
調
べ
方 

③
企
業
情
報
の
調
べ
方 

（
図
書
館
契
約
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹
介
） 

④
統
計
情
報 

⑤
そ
の
他 

（
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
テ
ー
マ
か
ら
） 

＊
対
象 

市
民
サ
ー
ク
ル
・
企
業 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
活
用
講
座
」 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
、
有
用
で
信
頼

性
の
あ
る
サ
イ
ト
を
紹
介
し
、
活
用
の
仕
方
、

調
べ
方
を
案
内
す
る 

①
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用 

 

 

術 

②
電
子
政
府
の
総
合
窓
口 

 

そ
の
他
公
的
機
関
の
有
用
な
サ
イ
ト 

＊
対
象 

市
民
サ
ー
ク
ル
・
企
業 

「
読
み
聞
か
せ
講
座 

実
践
編
」 

集
団
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
実
践
法 

＊
対
象 

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

学
校
・
幼
稚
園
の
先
生
等 

「
読
み
聞
か
せ
講
座 

入
門
編
」 

集
団
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
向
く
、
絵
本
の

選
び
方
と
絵
本
の
紹
介 

＊
対
象 

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

学
校
・
幼
稚
園
の
先
生
等 

「
宇
都
宮
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
」 

宇
都
宮
の
歴
史
や
人
物
な
ど
に
つ
い
て
、

調
べ
方
と
地
域
資
料
の
紹
介 

＊
対
象 

市
民
サ
ー
ク
ル 

詳
し
く
は
、
中
央
図
書
館
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

 

11
月
15
日
（
日
）
に
、
南
図

書
館
に
お
い
て
開
催
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
市
の
結
果
は
表
の
と
お

り
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
回
は
12
月
11
日
（
金
）・

12
日
（
土
）
に
東
図
書
館
で
開

催
し
ま
す
。 

リリリ
サササ
イイイ
ククク
ルルル
市市市
結結結
果果果   

 



 

今
回
は
、
上
三
川
町
立
図
書
館
を
訪
ね
、 

 

館
長
の
谷
口
さ
ん
と
、
館
長
補
佐
の
髙
山
さ
ん 

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

上
三
川
町
立
図
書
館
は
、
昭
和
58
年
９
月
に

開
館
し
、
一
昨
年
に
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

■
特
徴 

 

上
三
川
町
立
図
書
館
の
一
番
の
特
徴
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
多
さ
で
す
。「
お
は
な
し
会
」、「
映
画
会

（
子
ど
も
向
け
・
大
人
向
け
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）」

「
親
子
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
『
ブ
ク
サ
サ
イ
ズ
』」

な
ど
の
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
、「
図
書
館
を
使

っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」「
ぬ
い
ぐ
る
み

お
と
ま
り
会
」
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間

400
回
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
、

町
民
で
な
く
て
も
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
そ
う
で

す
。 

 

学
校
図
書
館
と
の
連
携
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

町
内
の
小
中
学
校
と
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
書
が
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
へ
の
司
書
の

派
遣
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
町
立
図
書
館
と
学

校
図
書
館
の
両
方
の
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
図
書
館
と
学
校
が
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

■
利
用
す
る
に
は 

 

利
用
で
き
る
の
は
、
上
三
川
町
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
、
ま
た
は
広
域
利
用
協
定
を
結
ん
で
い

る
市
町
の
在
住
者
で
す
。
貸
出
カ
ー
ド
を
作
る
に

は
、
住
所
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

■
館
長
か
ら
一
言 

 

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
、
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て

い
ま
す
。 

                                    

                                  
 

  

                             

資料 貸出冊数 貸出期間 

本･雑誌・紙芝居 制限なし ２週間 

ＣＤ ２枚 ２週間 

ＤＶＤ １枚 ２週間 

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第 205号  

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

 

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320-0845 ℡028-636-0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321-0968 ℡028-638-5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321-0121 ℡028-653-7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321-0414 ℡028-674-1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329-1105 ℡028-673-6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

「
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
」 

で
ご
紹
介
し
た
「
出
前
講
座
」。
皆
様

に
来
て
頂
く
図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
、
伺
う
図
書
館
で
も
あ
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
課
題
解
決

や
自
己
向
上
に
、
図
書
館
を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
中
央
） 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り 

第
11
回 

上
三
川
町
立
図
書
館 

 

ＤＡＴＡ 

上三川町立図書館 

■所在地 〒329-0611 

上三川町大字上三川 5040 

■連絡先 0285-56-7825 

■休館日 月曜日(祝日を除く) 

年末年始・図書整理日 

■開館時間 

［4月～9月］ 9:30～19:00 

［10月～3月］9:30～18:30 

■ホームページ 

http://www.dango.ne.jp/kmnlib/ 

←親子カンガルー教室 

「ブクササイズ」 
絵本の読み聞かせと簡単な 
運動を、親子で楽しみます。 

 

「図書館を使った調べる学習     

コンクール」の展示→ 

優秀作品は、全国コンクールに出品します。 

お話を伺った谷口館長（右）

と髙山館長補佐（左） 

 

上三川町立図書館キャラクター 
かんぴょーた 

上三川町立図書館 
キャラクター：ちびロボ 


